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名
築
城
家
・
護
佐
丸
が
そ
の
技
術
の

す
べ
て
を
つ
ぎ
込
み
完
成
さ
せ
た
、
グ

ス
ク
芸
術
の
最
高
峰
「
中
城
城
跡
」
を

共
有
す
る
中
城
、
北
中
城
両
村
共
催
に

よ
る
第
４
回
中
城
グ
ス
ク
ま
つ
り
が
、

11
月
23
、
24
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
中
城
グ
ス
ク
ま
つ
り
は
、
中

城
城
跡
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
２

年
目
と
な
り
、
改
め
て
そ
の
文
化
的
価

値
を
認
識
す
る
と
共
に
、
地
域
に
伝
わ

る
伝
統
芸
能
の
上
演
を
通
し
て
よ
り
一

層
の
融
和
に
よ
る
振
興
発
展
を
め
ざ
す

目
的
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祭
り
で
は
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
中

城
城
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
グ
ス
ク

の
会
に
よ
る
城
跡
の
無
料
案
内
が
あ
り
、

ま
た
中
城
村
か
ら
は「
津
覇
の
獅
子
舞
」、

「
伊
集
の
打
花
鼓
」、
組
踊
り
「
護
佐
丸
」

が
北
中
城
村
か
ら
は
「
丘
の
一
本
松
」、

夢
海
渡
太
鼓
に
よ
る
「
楽
風
」、
組
踊
り

「
執
心
鐘
入
」
な
ど
多
く
の
民
族
芸
能
が

演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
城
跡

の
ふ
も
と
か
ら
上
が
る
花
火
は
、
夏
の

花
火
と
は
ま
た
違
っ
た
色
合
い
を
だ
し
、

訪
れ
た
人
を
魅
了
す
る
ほ
ど
の
美
し
さ

で
し
た
。

NAK AGUSUKU  CASTLE  FESTIVAL

グスク芸術の最高峰 中城城跡
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成
人
善
行
表
彰

平
成
十
四
年
度
成
人
善

行
表
彰
伝
達
式
が
十
二
月

十
日
真
和
志
農
協
本
所
で

行
わ
れ
、
個
人
の
部
で
十

七
名
、
二
団
体
が
受
賞
し

ま
し
た
。
中
城
村
か
ら
は

呉
屋
正
和
さ
ん
（
津
覇
）

と
與
儀
絹
代
さ
ん
（
奥
間
）

の
二
名
が
長
年
の
活
動
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
青
少

年
指
導
の
部
で
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

呉
屋
正
和
さ
ん
は
、
伝

統
芸
能
を
愛
し
地
域
の
伝

統
芸
能
保
存
会
の
会
長
と

し
て
中
学
生
に
村
指
定
無

形
文
化
財
の
獅
子
舞
を
指

導
、
沖
縄
県
中
学
校
連
盟

の
高
い
評
価
を
受
け
る
な

ど
青
少
年
健
全
育
成
に
大

き
く
寄
与
し
、
ま
た
、
與

儀
絹
代
さ
ん
は
沖
縄
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
津
覇
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
・
地
域
子
ど
も

会
の
役
員
を
努
め
、
行
事

を
通
し
た
青
少
年
の
健
全

育
成
に
貢
献
し
た
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

最
近
の
青
少
年
の
行
動
に

は
社
会
変
化
の
影
響
が
色

濃
く
み
ら
れ
、
大
人
の
生

活
態
度
が
見
直
さ
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
、

二
名
の
方
の
地
域
に
密
着

し
た
活
動
に
心
か
ら
敬
意

を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
勲
五
等
瑞
宝
章

七
期
二
八
年
余
り
の
永

き
に
わ
た
り
中
城
村
議
会

議
員
を
務
め
、
ま
た
、
昭

和
四
五
年
か
ら
四
年
間
議

長
と
し
て
地
方
自
治
に
大

き
く
貢
献
し
た
と
し
て
、

平
成
一
四
年
秋
の
叙
勲
で
、

米
須
清
忠
元
村
議
会
議
員

が
「
勲
五
等
瑞
宝
章
」
を

受
章
し
ま
し
た
。

比
嘉
氏
は
特
に
、
水
道

事
業
の
整
備
促
進
に
力
を

入
れ
、
村
全
域
の
完
全
給

水
化
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

◆
総
務
大
臣
表
彰

議
会
議
員
と
し
て
二
八

年
余
り
の
長
期
に
わ
た
り

在
職
し
、
そ
の
間
議
長
三

期
の
重
職
を
担
い
、
住
民

福
祉
の
向
上
、
地
域
の
振

興
開
発
に
寄
与
し
た
功
績

を
認
め
ら
れ
、
呉
屋
哲
夫

氏
が
平
成
一
四
年
度
市
町

村
議
会
議
員
議
長
総
務
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
沖
縄
紹
介

中
城
村
出
身
で
、
北
ア
メ
リ

カ
沖
縄
県
人
会（O

AA:O
kinawa

Association
ofAm

erica

）
の
会

長
を
努
め
る
比
嘉
朝
儀
氏
は
沖

縄
資
料
館
の
設
立
、
シ
ニ
ア
シ

チ
ズ
ン
シ
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ

（
壮
年
会
）
設
置
な
ど
活
発
的

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
う
ち
な
ー
ぐ
ち
ク

ラ
ス
を
立
ち
上
げ
、
自
ら
そ
の

講
師
と
し
て
努
め
る
な
ど
海
外

に
住
む
沖
縄
県
人
と
し
て
沖
縄

の
伝
統
文
化
の
継
承
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

比
嘉
氏
は
、
ラ
ジ
オ
番
組
も

も
っ
て
お
り
、
日
本
語
放
送
ラ

ジ
オ
で
沖
縄
文
化
の
紹
介
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
去
る
11
月
17
日
に
、

年
次
総
会
に
お
い
て
03
、
04
の

会
長
就
任
が
決
ま
っ
て
お
り
、

今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

▲
1940年、中城村生まれ。
普天間高校を卒業後、1960年にアメリカ
へ渡る。
ロサンゼルスで２年生シティー・カレッ
ジを終え、ウドベリー大学でビジネスの
学位を取得。
ロサンゼルス近郊のスーパーマーケット
に勤務していたが昨年会長を引き受ける
ために退職。その間日本語学校の理事長
を３年間努める。

豊
か
な
歴
史
と
自
然
に
彩
ら
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
　

田
園
文
化
の
村
づ
く
り
に
邁
進
　
　
　
　
　
　

│
│
第
三
次
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト
│
│

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
年
頭
に
当
た
り
村
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
昨
年
は
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
り
、
利
便
と
快
適
な
暮
ら
し
を
求
め

て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
が
出
来
、
衷
心
よ
り
、
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。�

　
今
年
は
、
第
三
次
総
合
計
画
の
理
念
を
ふ
ま
え
、
そ
の
緒
と
な
る
年
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
人
を
育
て
、
環
境
を
整
え
、
産
業
（
仕

事
）
の
振
興
を
図
る
な
ど
、

、

、

を
テ
ー
マ
に
今

後
の
礎
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
中
城
公
園
整
備
・
エ
コ
コ
ー
ス
ト
・
南
上
原
区
画
整
理
・
公
共
下
水
道
等
の

継
続
事
業
に
加
え
て
、
歴
史
の
道
整
備
、
北
上
原
分
校
の
冷
房
施
設
、
そ
れ

に
、
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
「
青
葉
苑
」
の
稼
働
や
中
城
ゴ
ル
フ
場
の
オ
ー
プ

ン
、
ま
た
沖
縄
電
力
の
火
力
発
電
所
誘
致
促
進
や
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
も
村

民
と
共
に
論
議
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
今
年
も
村
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
十
五
年
　
元
旦�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
城
村
長
　
新
　
垣
　
清
　
徳
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

ち
ょ�

い
し
ず
え�
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予算現額
122,495千円

支出済額
55,690千円

予算現額
609,009千円

支出済額
260,113千円

予算現額
908,539千円

支出済額
465,887千円

予算現額
339,887千円

支出済額
169,092千円

予算現額
357,343千円

支出済額
107,937千円

予算現額
5,009千円

支出済額
4,989千円

（45.5％）

（99.6％）

予算現額 収入済額 支出済額 執行率

571,832 521,892 37.3%

41.1%489,613523,3921,192,613

1,451,279 458,553 240,458 16.6%

522,895 63,367 91,771 17.6%

（単位：千円）

国民健康
保険事業

老人保健
会　　計

土地区画
整理会計

下水道
会　　計

水道事業
会　　計

会計名

387,799 155,179 126,102 32.5%

1,400,372

介護保険
会　　計 936,886 402,552 369,672 39.5%

基　 金 1,212,413千円
有価証券 3,798千円

土　地　 289,111㎡

建　物　 30,714㎡

村の借金 3,679,548千円

9 広報 No.118 (2003. 1. 6)

予算現額
354,179千円

支出済額
154,470千円

予算現額
632,126千円

支出済額
244,250千円

予算現額
118,486千円

支出済額
8,727千円

予算現額
861,546千円

支出済額
113,095千円

予算現額
219,929千円

支出済額
1,750千円

（0.8％）

（63.2％）

（13.1％）

（ ）内は執行率

地
方
自
治
法
第
二
四
三
条
の
三
第
一
項
及
び
中
城
村
財
政

事
情
書
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
「
財
政

事
情
の
公
表
」
は
、
村
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て

い
る
か
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
年
二
回
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況
並
び
に
財
産
、
地
方
債
及
び

一
時
借
入
金
の
現
在
高
、
そ
の
他
財
政
に
関
す
る
事
項
が
公

表
さ
れ
ま
す
。

収入済額
村 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 付 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

村 債
計

予 算 額
収 入 比 率

660,133千円

15,671千円

5,177千円

50,825千円

4,331千円

24,598千円

1,148,505千円

772千円

1,815千円

29,833千円

61,151千円

59,977千円

687千円

0千円

0千円

254,851千円

4,901千円

0千円
2,323,227千円
4,750,225千円

48.9％

千円

千円

予算現額
221,677千円

支出済額
140,000千円

（38.6％）

(7.4％）

（43.6％）

（30.2％）

（49.7％）

（51.3％）

（42.7％）
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Information

中
城
村
で
は
平
成
14
年
４
月
よ

り
公
共
下
水
道
が
供
用
開
始
（
伊

集
、
和
宇
慶
と
南
浜
、
北
浜
の
一

部
地
域
）
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
地

域
の
方
々
に
は
、
公
共
下
水
道
の

普
及
促
進
を
図
る
た
め
に
各
家
庭

か
ら
村
の
本
管
ま
で
の
接
続
工
事

費
を
無
利
子
の
融
資
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。（
利
子
は
村
が
補

給
）
ご
希
望
の
方
は
村
役
場
都
市

計
画
課
（
下
水
道
係
）
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。
皆
様
方
の
相
談
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
尚
融
資
指
定

金
融
機
関
は
下
記
の
２
金
融
機
関

を
指
定
し
て
い
ま
す
。

＠
沖
縄
県
農
業
協
同
組
合

（
中
城
支
店
）

＠
沖
縄
海
邦
銀
行
西
原
支
店

◎
お
問
い
合
わ
せ

中
城
村
役
場
　
都
市
計
画
課
　
　
　
　

下
水
道
係
　
８
９
５-

２
１
３
１

＊
公
売
物
件

売
却
番
号
大
阪-

１
／
見
積
も
り
価
格8,222,000

円
／
公
売
保
証
金
　900,000

円
／

公
売
財
産
の
表
示
　
中
城
村
南
上

原
石
橋
原470

番3

、
畑
、255m

2

（
登
記
簿
に
よ
る
表
示
）

＊
売
却
方
法
　
入
札

＊
売
却
場
所
　
那
覇
市
旭
町
７

サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
海
邦

＊
入
札
日
時
　
２
月
６
日
（
木
）

10
時
30
分
〜
11
時

＊
注
意
事
項
　
入
札
に
際
し
て
は

あ
ら
か
じ
め
公
売
財
産
の
現
況
等

を
確
認
し
、
関
係
公
募
等
を
閲
覧

し
た
上
で
入
札
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

大
阪
国
税
局
徴
収
部
　

特
別
整
理
総
括
第
２
課
　

０
６-

６
９
４
１-

５
３
３
１
（
２
６
０
２
）

財
団
法
人
労
災
保
険
情
報
セ
ン
タ

ー
（RiC

)

で
は
、
労
災
保
険
制
度

全
般
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
お

り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
当
財
団
は
厚
生
労

働
省
の
委
任
を
受
け
て
相
談
業
務

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に

相
談
下
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

(R
IC
)

財
団
法
人
労
災
保
険
情
報
セ

ン
タ
ー
　
沖
縄
事
務
所

z47-okinaw
a@
rousai-ric.or.jp

http://w
w
w
.rousai-ric.or.jp

８
６
６-

９
０
１
１

０
２
１
０-
７
２
６-

０
３
１

＊
消
費
税
・
地
方
消
費
税
（
個
人

事
業
者
）
の
確
定
申
告
と
納
税

平
成
14
年
分
の
消
費
税
と
地
方

消
費
税
の
確
定
申
告
の
税
務
署
窓

口
で
の
相
談
及
び
申
告
書
の
受
付

は
、
３
月
31
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

ま
た
、
納
期
限
も
３
月
31
日
ま
で

で
す
。

＊
贈
与
税
の
申
告
に
つ
い
て

平
成
14
年
分
の
贈
与
税
の
申
告

の
税
務
署
窓
口
で
の
相
談
及
び
申

告
書
の
受
付
は
、
２
月
３
日
（
月
）

か
ら
３
月
17
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

申
告
及
び
納
付
の
期
限
は
３
月

17
（
月
）
ま
で
で
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
　

沖
縄
税
務
署
　
９
３
８-

０
０
４
０

大
阪
国
税
局
の
公
売

税
務
署
か
ら
のお

知
ら
せ

平
成
15
年
４
月
１
日
入
所
の
保
育
児

童
（
０
才
〈
生
後
６
ヶ
月
以
上
〉
か
ら

小
学
校
就
学
前
）
、
障
害
児
保
育

（
集
団
保
育
可
能
の
三
才
以
上
の
児

童
）
の
入
所
受
付
を
左
記
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

現
在
入
所
し
て
い
る
方
、
申
込
み

の
手
続
き
を
し
て
い
て
、
入
所
で
き

な
か
っ
た
方
も
、
再
申
込
み
が
必
要

で
す
の
で
手
続
き
も
れ
の
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
で

あ
る
方
は
、
申
込
み
の
と
き
に
申
し

出
て
下
さ
い
。

①
保
育
所
入
所
申
込
書

②
住
民
票
謄
本
（
世
帯
全
員
）

③
課
税
証
明
書
（
平
成
十
四
年
一
月

一
日
現
在
、
中
城
村
以
外
に
住
ん
で

い
た
方
は
、
前
市
町
村
か
ら
の
課
税

証
明
書
が
必
要
で
す
。）

④
平
成
十
四
年
分
の
源
泉
徴
収
票
又

は
所
得
税
確
定
申
告
書
の
写
し

【
お
問
い
合
わ
せ
】

中
城
村
役
場
健
康
福
祉
課
児
童
福

祉
係
　
８
９
５
｜
２
１
３
１

下
水
道
の
お
知
ら
せ

〜
働
き
な
が
ら
高
校
で

学
び
た
い
み
な
さ
ま
へ
〜

沖
縄
県
立
泊
高
等
学
校
通
信
制

課
程
は
、
諸
事
情
で
高
校
進
学
・

卒
業
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
皆
様
の
た
め
に
あ
る
学
校
で

す
。
週
１
回
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に

通
い
、
レ
ポ
ー
ト
提
出
を
行
っ
て

高
校
の
単
位
を
取
得
す
る
制
度
に

な
っ
て
い
ま
す
。

出
願
期
日

平
成
15
年
２
月
14
日
〜
21
日
　

◎
お
問
い
合
わ
せ

泊
高
校
通
信
制
課
程

８
６
８-

１
２
３
７

中
学
校
卒
業
後
事
情
に
よ
り
高

校
へ
進
学
で
き
な
か
っ
た
方
、
ま

た
は
や
む
を
得
ず
高
校
中
退
し
た

方
に
、
高
校
教
育
を
与
え
る
た
め

の
制
度
で
す
。

●
応
募
資
格

勤
労
者
で
平
成
15
年
３
月
31
日
現

在
で
20
才
以
上
の
者

●
出
願
期
間

平
成
15
年
２
月
６
日
〜
７
日

●
入
試
期
日

平
成
15
年
３
月
11
日
１
時
〜
３
時

（
作
文
・
面
接
）

◎
お
問
い
合
わ
せ

沖
縄
県
立
コ
ザ
高
校
定
時
制
課
程

９
３
７-

３
５
６
３

〜
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
学
べ
る

通
信
制
高
等
学
校
〜

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
番
組
を
利
用
し

て
自
宅
で
の
学
習
を
中
心
に
、
月

１
・
２
回
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
よ

り
３
年
間
で
高
校
を
卒
業
す
る
通

信
制
の
学
校
で
す
。

＊
入
学
願
書
応
募
締
切

新
入
・
編
入
生
　
４
月
20
日
必
着

転
入
生
（
前
期
）
６
月
30
日
必
着

転
入
生
（
後
期
）
９
月
８
日
必
着

〜
豊
か
な
福
祉
社
会
に
貢
献

専
攻
課
社
会
福
祉
コ
ー
ス
〜

地
域
の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
と
、
介
護
福
祉
士
の
養
成
を

め
ざ
す
た
め
の
「
専
攻
課
社
会
福

祉
コ
ー
ス
」
の
学
生
を
募
集
。

＊
募
集
要
項

募
集
人
員
　
２
０
０
０
名

出
願
期
間
　
２
月
１
日
〜
25
日
必
着

出
願
資
格
　
高
校
卒
業
者

出
願
手
続
　
入
学
願
書

課
題
作
文

高
校
卒
業
証
明
書

◎
お
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
本
校

〒186-8001

東
京
都
国
立
市

富
士
見
台2-36

（
０
４
２
）５
７
２-

１
０
３
１
５
１

15
才
以
上
（
選
科
、
科
目
履
修
生
）

18
才
以
上
（
全
科
履
修
生
、
大
学

院
修
士
科
目
生
）
で
あ
れ
ば
、
誰

で
も
入
学
で
き
ま
す
。
入
学
試
験

は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
出
願
期
間

平
成
14
年
12
月
15
日
〜

平
成
15
年
２
月
28
日

◎
お
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
沖
縄
学
習
セ
ン
タ
ー

h
ttp
://w
w
w
.u
-air.ac.jp

/h
p

８
９
５-

５
９
５
２

一
、
特
別
推
薦
入
試
Ｂ
日
程

（
21
歳
以
上
、
自
己
推
薦
可
）

＊
募
集
学
科
　
英
語
科
・
保
育
科

＊
４
月
入
学
　

出
願
期
間
　
３
月
３
日
〜
６
日

試
験
日
　
　
３
月
11
日

二
、
社
会
人
の
た
め
の
AO
型
入
試

＊
随
時
、
面
談
と
書
類
審
査
に
よ
　

っ
て
選
抜
す
る
入
試
で
す
。

＊
面
談
申
込
期
間：

２
月
27
日
ま
で

◎
お
問
い
合
わ
せ

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学

入
試
科
　
９
４
５-

９
７
８
２

験
日
時：

平
成
15
年
３
月
16
日
　

午
前
10
時
開
始

試
験
種
類：

甲
種
・
乙
種

第
１
〜
第
６
類
・
丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間：

　

２
月
３
日
〜
２
月
７
日

受
験
案
内
書
配
布
先：

　

各
消
防
本
部
・
都
支
庁
総
務
観
光
振

興
課
・
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

◎
お
問
い
合
わ
せ

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県
支
部
　
８
６
７-

５
３
３
２

沖
縄
県
立
泊
高
等
学
校

通
信
制
課
程
生
徒
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒
募
集

コ
ザ
高
等
学
校
定
時
制
　

特
別
募
集

み
ん
な
の
大
学
！

放
送
大
学
学
生
募
集

労
災
給
付
・
医
療
の

請
求
手
続
き
等
の
相
談

危
険
物
取
扱
者
試
験

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学

社
会
人
学
生
募
集

�
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金
友 引

水
先 負

１
11月29日

行
事
日
程
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

２
11月30日

３
12月1日

４
12月2日

５
12月3日

６
12月4日

７
12月5日

８
12月6日

９
12月7日

１０
12月8日

１１
12月9日

１２
12月10日

１４
12月12日

１５
12月13日

１６
12月14日

１８
12月16日

１９
12月17日

２０
12月18日

２２
12月20日

３１
12月29日

１
1月1日

２
1月2日

３
1月3日

４
1月4日

５
1月5日

６
1月6日

７
1月7日

８
1月8日

１０
1月10日

２３
12月21日

２４
12月22日

２５
12月23日

２６
12月24日

２７
12月25日

２８
12月26日

２９
12月27日

３０
12月28日

水
先 勝

木
友 引

金
先 負

土
仏 滅

日
大 安

月
赤 口

火
先 勝

水
友 引

木
先 負

金
仏 滅

土
先 勝

日
友 引

火
仏 滅

月
先 負

水
大 安

木
赤 口

金
先 勝

土
友 引

日
先 負

月
仏 滅

木
仏 滅

金
赤 口

土
先 勝

日
友 引

月
先 負

火
仏 滅

水
大 安

木
赤 口

金
先 勝

土
友 引

日
先 負

月
仏 滅

水
赤 口

木
先 勝

土
先 負

日
仏 滅

月
大 安

火
赤 口

２１
12月19日

１１
1月11日

火
大 安

１３
12月11日

１７
12月15日

火
大 安

15,120
7,739
7,381
5,109

(+28)
(+20)
( +8)
(+22)

※ (    )内は前月との比較

９
1月9日

当間ふれあい事業

リハビリ教室（吉の浦会館）[午後１時30分～４時]

北上原ふれあい事業

村少年野球大会～19（少野連）

乳児一般健診（老人福祉センター）[受付 午後１:30～２:30] 

成人の日

元旦 あけましておめでとうございます

御用始め

浜　ふれあい事業
南上原ふれあい事業

リハビリ教室（吉の浦会館）[午後１時30分～４時]

新春のつどい（村婦連）

母親学級①［午後1時30分～4時］

母親学級②［午後1時30分～4時］

1歳６ヶ月健診（老人福祉センター）
平成13.5.15生～平成13.7.16生［受付 1:30～2:30］

母親学級③［午後1時30分～4時］

第36回沖縄県母子保健大会

奥間ふれあい事業

母親学級④［午後1時30分～4時］

離乳食実習（吉の浦会館）
平成14.8.13生～平成14.10.30生[受付 午後１:30～２:30] 

新春トリムマラソン大会（村体協）

建国記念日

科学作品展（中学校）

親子体験学習（村民会議）

旧正月

【お問い合わせ】
中城村役場生涯学習課 895-3707

平
成
15
年
度
の
村
・
県
民
税
と
平
成

14
年
分
の
所
得
税
の
申
告
が
２
月
16
日

（
日
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。（
窓
口
で
の

受
付
は
２
月
17
日
（
月
）
か
ら
と
な
り

ま
す
）

期
限
間
近
と
な
り
ま
す
と
、
大
変
混

雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
申
告
書
は
で
き

る
だ
け
ご
自
分
で
書
い
て
、
お
早
め
に

提
出
し
て
下
さ
い
。

平
成
15
年
１
月
１
日
現
在
、
中
城
村

内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、
平
成
14
年
中

に
次
の
よ
う
な
所
得
が
あ
っ
た
方
。

①
営
業
、
農
業
、
そ
の
他
の
事
業

で
所
得
が
あ
っ
た
方
。

②
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
な
い
方
。

③
平
成
14
年
中
に
退
職
し
、
現
在

就
職
し
て
い
な
い
方
。

④
給
与
所
得
の
ほ
か
に
20
万
円
以

内
の
他
の
所
得
が
あ
っ
た
方
。

①
事
業
を
し
て
い
る
方
、
不
動
産

収
入
の
あ
る
方
、
土
地
や
建
物

を
売
っ
た
方
な
ど
で
、
平
成
14

年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が

配
偶
者
控
除
な
ど
の
所
得
控
除

を
超
え
る
方
。

②
給
与
所
得
者
で
年
収
が
２
０
０
０

万
円
を
超
え
る
方
。

③
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所

得
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え

る
方
。

④
二
ヶ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら

っ
て
い
る
方
。

【
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
】

中
城
村
役
場
税
務
課

８
９
５-

２
１
３
１

沖
縄
税
務
署

９
３
８-

０
０
３
８

３
月
２
日
　
　

（
日
）

登
又
・
新
垣
　

サ
ン
ヒ
ル
ズ

２
月
27
日
　
　

（
木
）

泊
　
　

久
場

２
月
25
日
　
　

（
火
）

２
月
20
日
　
　

（
木
）

２
月
19
日
　
　

（
水
）

２
月
18
日
　
　

（
火
）

月
　
日

午
前
９
時

〜
12
時

１
時
30
分

〜

４
時
30
分

南
浜
　
　

北
浜

奥
間
　
　

安
里

当
間
　
　

屋
宜

津
覇
　
　

浜 伊
集
　
　

和
宇
慶

添
石
　
　

伊
舎
堂

北
上
原
　
　

南
上
原

未
申
告
者

２
月
28
日
　
　

（
金
）

県
営
団
地
　
　

第
二
団
地

○
村
・
県
民
税

申
告
受
付
日
程

○
申
告
受
付
場
所

吉
の
浦
会
館

農地を取得（売買・贈与・賃貸借・使用貸借等）する場合は、農業委員会に農地法第３条の規定によ
る申請をし許可を受けなければなりません。
その場合、農地法の規定により中城村では下限面積の４０アール（約４０００㎡）以上耕作しているか、
又は新規に耕作しなけばなりません。
しかし、沖縄県では、その下限面積が地域農業の実態の変化を必ずしも的確に反映したものでなくなっ
ている事例が見受けられるため、全市町村の見直し作業を進めてきました。今回、その見直し作業が完了
し、平成１５年１月１日から中城村の下限面積が４０アールから３０アールに改正されました。

農地を取得する場合の

４０アールから３０アールへ

中頭駅伝大会（村体協）
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10－11月

普段の生活の中でのストレスに対する
「知識」と「対策」を身につけ「心」と
「体」の健康について考えようと全６回
（10/24、29、31、11/6、14、27）の健
康づくり教室(主催：村役場健康福祉課）
が開催されました。
教室では、ストレス対策、アルコール
とのつきあい方、ＤＶ（ドメスティッ
ク・バイオレンス）などの講義の他、実
際に体を動かし気持ちを明るくするレク
レーションや簡単な体操を行うなど充実
した内容となっていました。

第１３回、村子ども会発表会が１２月１５日吉の浦会館
で行われました。実践発表の部では６支部がそれぞれの子
ども会での活動を報告してくれました。奥間子ども会の喜
屋武志穂さんと新垣友絵さんは「子ども会活動ではいろい
ろな体験をすることができ、友達もたくさん増えた。子ど
も会活動を通して身につけたリーダーシップを中学生にな
っても活かしたい。」とＯＨＰを使って写真等を示しながら
わかりやすく発表してくれました。
また、舞台部門では、ダンスや手話コーラス、空手、ア

フリカ民謡ジャンボなどたくさんの発表が行われました。
「短期間の練習で覚えました」と話していた第２団地の踊り
では、かわいい演技に会場から手拍子が出るなど、素晴ら
しい発表会となりました。

12月14日

Topics

★

★

★

平成１４年度、「私たちの文化財」図画作品入賞者
表彰式が１１月１４日県庁講堂で行われました。
このコンクールでは、郷土にある文化財を題材にし
た図画作品の制作を通し、文化財に対する理解を深
め、文化財を守り、大切に思う心を広めることを目
的に実施しており、津覇小学校１年生の儀間貴文君
の「中城城跡の石門」が小学校低学年の部において
みごと最優秀賞を受賞しました。
審査員からは、どの作品も甲乙つけがたいが、貴文
君の作品は「１年生とは思えないほど色彩感覚が素
晴らしく特に石垣や石段の色の使い方は、特筆に値
する。構図も堂々と石門を配し、最高のできといえ
る」と高い評価を受けました。
貴文君は「絵を描くの楽しいし、おもしろい。」と
最優秀賞に輝いたことに少し照れながら話してくれ
ました。

11月14日

平成１４年度の中城村海外移住者子弟研修生
の研修終了式が１１月２９日吉の浦会館で行わ
れました。
今年の研修生はゴヤミユキさん（ブラジル）、

儀間アンドレスさん（アルゼンチン）、ヒガセ
シリアさん（ペルー）の３人で、９月に来沖し
た当時は日本語をあまり話すことはできません
でしたが、３ヶ月という短い期間で上達し、終
了式のあいさつでは日本語でそれぞれの思い出
とこれからの決意を語ってくれました。
３人は日本語研修の他、それぞれリハビリ

（ゴヤミユキ）、印刷技術（儀間アンドレス）、
日本庭園の造園（ヒガセシリア）の研修を行い、
受け入れて下さった企業の方々も「彼らの努力
と熱心さは素晴らしかった」と、評価していま
した。３人の今後益々の活躍を期待します。

11月29日
12月6日

１２月６日、各地区（那覇・島尻・中頭等）代
表による第５３回沖縄県小中学校童話・お話・意見
発表大会が行われ、中城小学校３年生の安里あいさ
んが、「さっちゃんのまほうの手」で、みごと小学
校低学年の部で最優秀賞を受賞しました。
新垣村長は「家族・学校の先生の熱心な指導の結

果としてこの最優秀賞がある。本当におめでとう。」
と快挙をたたえました。
あいさんは、「主人公以外の登場人物を表現する

のがとても難しかった。本番では一生懸命頑張っ
た。」と３年生とは思えないほど落ち着いて報告し
てくれました。
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